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潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸＩＶ

薩摩半島江口浦沖合海域の場合
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Abstract

InNovemberofl983，divingobservationwerecarriedoutontheartificialconcreteblockreef

submergedattheEguchiUraofftheFukiageBeachinKagoshimaprefecture，withthe

followinginformationsobtained．

（１）Theobservedartificialreefwasaconcreteblockedoneconsistingofasquarewindowed

regularhexahedron，thelengthofeachframemeasuringoｎｅｍｅｔｅｒｏｒｏｎｅａｎｄａｈａｌｆｍｅｔｅｒ，

respectively・Ｔｈｅsetting-inconditionsweretobeassortedintothreesortsoffigure，ｎａｍｅly

one-headedhill-shapedfigure，two-headedhill-shapedfigureandthescattering-block-shap‐

edfigure・Ｔｈｅｓortofthefishgatheredaroundthereefsare;Saurel乃αcﾙz"･Z心jt伽城z4sCrimson

seabreamEzly'2匁伽””cz4sThreebandsweetlipsPjb℃ｍｒ伽cﾉｹz‘s””sChikengruntRz”油一

血加772α飼伽”如加ＦｌａｔｆｉｓｈＲｚ肋cﾉhﾒﾉｂ１ｓｃ"”cFz4sandSquid卿勿Zgz‘s伽加o刀加０．Thereef

aroundwhichthemostnumerousgatheringfishwereobservedwasthetwo-headed-hillshaped

concreteblockconstructedwiththerespectiveonemeterlongframes．

（２）Fromtheabovementionedresultsitwasassumedthatatthesea-frontwherethewater

depthwaswithintherangefrom25～３０meters，andthetopographyofthebottomwasflattened，

themosteffectivereefsettingwasfixedtobeinthefollowingcondition，namely，firstly，the

twoheaded-hill-shapedreefswiththeheightof4meterswereset-inatthecenter,andaroundit

werearrangedalotofreefshavingthedifferentscalesandconstructions．
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891-01,Japan）
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鹿児島県薩摩半島吹上浜の略中央部に位置している江口浦の南方海域は，人工魚礁が数多

く設置されており，典型的な魚礁漁場となっている．今回，これらの人工魚礁の中から設置

形態の異なる５個所の人工魚礁について潜水観察を実施したのでその結果を報告する．

設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁（以下魚礁と呼ぶ）は，東市来町の資料によると，昭和35年から昭和５８

年にかけ38個所に設置されている（Ｆｉｇ．１，Tableｌ)．これらの魚礁群を種類別に仕分けす

ると，まず並型魚礁のコンクリートブロック（以下ブロックと呼ぶ）が19個所，個数にして

１ｍ角ブロック2136個，１．５ｍ角ブロック330個，その他のブロック12個，計2478個と最も規

模が大きい．次いで廃船が７個所,３７隻,廃車が３個所,３４台,割石が８個所,79346㎡となっ

ている．

観察方法は，これまでの研究')'2)と同じ手法の２名の潜水士（吐師，肥後）により，魚礁

の形態，埋没，付着生物，蛸集魚等の状態について調べた．今回は昭和56年より昭和58年に

かけ調査した当海域の12個所の魚礁（Ｆｉｇ．２）の中から，昭和58年11月９～10日に潜水観察

を行った５個所の魚礁について報告する．
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ShowingthepositionofthereefsoffHigashiichikiTown．
(DatabasedonthereportofHigashiichikiTownoffice．
□：Ordinarytypereef●：Anothertypereef
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ＦＥ－４魚礁（Ｆｉｇ．３，Table２，Ｐｌａｔｅｌ）

距岸約5000ｍ，水深26ｍに位置しているこの魚礁は，１ｍ角ブロック約200個，設置年は

不詳であるが昭和45年頃のものとみられる．周辺の海底面は平坦，砂質で，波長約１ｍ，波

高約15cmの砂蓮が形成されていた．

設置形態は図示するように，最大長38ｍの南北に長い魚礁で略３段積みの２山型をなして

いる．埋没は魚礁の西側でかなり進捗しており，その深さは30～40cmである．洗堀はブロッ

ク群の周辺ではみられないが，ブロック群より４～７ｍ離れて単独に存在する単体の周辺に

おいてみられ，その深さは約40cmに達する．付着生物はフジツボが全面に付着している他，

捨網が図示する様に大量に羅網している．

婿集魚の状態は，Ｆｉｇ．３に示すように極めて豊富である．まず婿集魚の密度の指標とな

るネンブツダイの稚魚の大群が，魚礁の汐上み頂部に，またイサキの稚魚群が上記ネンブツ

ダイ群の周辺に，互いに棲み分けして占位していた．大型魚は魚礁の汐上みの頂部から中央

部の鞍部にかけてコショウダイ，コロダイの大群，ヨコスジフエダイ，ワカナ，イシダイ，

ハタ等がみられた．この他，マダイ，クロダイ及びイセエビがブロックの内部に，ヒラメが

ブロックの上面に夫々占位していた．なお標識をつけた体長25～30cmのイシダイ約20尾を魚

礁の中央部において観察した．また体長15cmのチダイ群が魚礁より４～５ｍ離れた場所で多

数認めたが，その遊泳運動はかなり活発であった．

Ｆｉｇ．２．Showingtheresearchingpoints
◎：Researchinl983

○：Researchinl982

oftheartficialreefsofHigashiichikiTown．
△：Researchinl981

観察結果
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‘FE-11魚礁（Ｆｉｇ．４，Table２，Ｐｌａｔｅｌ～Ⅱ）

前述のＦＥ－４魚礁の南南西方約300ｍに位置している１ｍ角ブロック礁である．かなり古

いもので，ほとんどのブロックが深さ50cm以上埋没しており，中には上部を２～３cm残して

ほとんど埋没したものもある．設置後の経過年数は20年以上とみられるところから，この魚

礁群の埋没の速さを推算すると，年に３～４cmという値となり，かなりの速さであることが

わかる．付着生物は大型のフジツポの他，ウミシダ類が多く認められた．

魚礁の形態はＦｉｇ．４に示すように，３個のブロック群に分かれ，その群間隔は約７ｍで

ある．最高２段積みで高さは低い．捨網がみられる．

魚礁の蛸集状況をみると，まずネンブツダイは魚礁の頂部付近に小群を形成している．主

な魚群の占位場所をみると，魚礁の周辺にコショウダイ群，その外方に体長約30cmのマダイ

の小群，ブロックの上方の至近場所に体長約35cmのイサキ約30尾，ブロック群間の上層にウ

マヅラハギ群が夫々占位していた．なおマアジ及びヒラメは認められなかった．この魚礁は

時期になると，アオリイカが多く婿集し好漁場を形成する．聞き取り調査によると，’隻１

日当たりの水揚げ量は20～30k9に達すると云う．

Table２．Thegatheringfishesontheeachartificialreef．
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FE-13魚礁（Ｆｉｇ．５，Table３，Ｐｌａｔｅｍ

ｌｍ角のブロック魚礁で，図示するように最大長41ｍ，最大巾20ｍの東西方向に細長く設

置された分散型の魚礁である．Fig.５はブロックの分散の概要を示したものであるが，３

個所でブロックがやや密に集合している．周辺の海底面は平坦，砂質で，ＦＥ－４魚礁の場

合よりやや規模の大きい砂蓮が形成されている．埋没は深さ20～50cm程度に進捗しているが，

洗堀はほとんどみられない．付着生物は大型のフジツボとホヤが付着しているが，ウミシダ

は認められなかった．

婿集魚の状態は，図示するように，ブロックの密に集合した３個所を中心として魚群の蛸

集密度が高くなっている．まずネンブツダイの稚魚群とホウセキハタがブロックの内部に，

コショウダイの大群が魚礁の西側に夫々占位している．ホウセキハタ，カンパチ，ヒラメは

魚礁周辺にみられたが，尾数が少ない．またマダイとチダイが汐上みに当たる魚礁の北西方

の至近場所に集群していた．

FE-14魚礁（Ｆｉｇ．６，Table３，ＰlateⅢ）

距岸約5500ｍ，水深30ｍに設置されている１．５ｍ角のブロック魚礁で，Ｆｉｇ．６に示すよう

に，東西方向に細長い形をした２段積みである．個数は約80個，埋没及び洗堀はほとんどみ

られない．付着生物はフジツボをみるだけである．

娼集魚の状態は，主な魚種としてコショウダイ，イシダイ，ウマヅラハギ，ヒラメ，チダ

イ，クロダイ等があげられる．その占位状況をみると，２段積みの部位に集中して混棲して

いる．ヒラメはブロックの上面，イシダイ，クロダイはブロック内に夫々みられた．ネンブ

ツダイは体長１～1.5cmの稚魚で，２段積みのブロック群の周辺に集群していた．この魚礁

は吾智網の漁場3)として盛んに利用されており，好漁時には１日の操業でタイ類を80～100k９
漁獲すると云う．

FE-15魚礁（Ｆｉｇ．７，Table３，ＰlateⅣ）

距岸約8000ｍ，水深30ｍに設置されている１ｍ角ブロック魚礁で，設置年は不詳，ブロッ

ク数は約120個と推定される．魚礁の形態は最大長25ｍの３段積みで，その頂部は規模の小

さな２山型をなしている．埋没はほとんどみられないが，洗堀が魚礁の南西側において15～

20cmの深さに形成されている．

付着生物はフジツボの他，ヤギ類，イソバナ，オウギウミヒドラ等がみられた．なおブロッ

クの上面には相当量の浮泥状物質が堆積しており，その厚さは２～３mmに達している．

蛸集魚は豊富である．上層よりヒラアジの混棲するマアジ群，その下方にイサキとネンブ

ツダイの稚魚群が夫々占位している．このネンブツダイ群の占位空間の高さは，魚礁の頂部

より約５ｍで，魚礁の汐上み部で密度が高い．小さな起伏を有する魚礁の頂部付近にはイシ

ダイ，ハタタテダイ，コショウダイが多く観察された．この魚礁は１本釣りの漁場として良

く利用されていると云う．先に述べたブロック上面に堆積した浮泥状物質は，撒餌の残津物

の可能性も考えられるので今後調査する必要があろう．
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考 察

当海域は沖合に向かって広く開口した遠浅・平坦の海底地形を有する海域である．従って

古くから魚礁の造成事業は盛んに行われており，Ｔａｂｌｅｌに示すように，太一曽根，直吉曽

根，古曽根等のように種類，規模，形態の異なる様々の魚礁が数多く存在している．江口漁

業協同組合の行った最近の調査によると，当海域の魚礁数は58個所にのぼっている．その中

には第２次世界大戦中に墜落した航空機の残骸も含まれており，４０年近く経った現在でも魚

礁として活用されている点は興味深い．

今回，潜水観察した魚礁は，昭和50年以前に投入し，既に10年以上経過している１ｍ角ブ

ロック魚礁が主なものである．いずれもタイ類，ヒラメ，マアジ，アオリイカといった当地

では重要魚種とされているものの著名な魚礁漁場となっている所である．潜水観察した結果

は，いずれの魚礁も多くの魚種を婿集せしめており，その生産効果は，吹上浜沖合海域に設

置されている魚礁群の中でも特に優れた級にはいるものと考えられる．魚礁群の形態別にみ

た帽集魚の特長はさほど明確に現れてはいないが，魚礁の高さが最も高い４ｍ前後のFE-

15魚礁にのみマアジ群が付いていることや，典型的な２山型の形態をなすＦＥ－４魚礁が最

も豊富な魚群量を擁している点は指摘に価する．

当海域の魚礁については，既に昭和56年及び57年において計７個所の魚礁調査を行ってい

る3)．その結果は，今回と略同様の魚礁効果を得ており，キビナゴ，マアジの浮魚から，コ

ショウダイ，イサキ，ヒラメ，チダイ等の底魚に至る豊富な大型魚の出現を確認している．

また魚礁の形態別にみた帽集魚の特長は今回の観察結果と略同様であった．

本研究の結果から，砂質で平坦且つ広大な海底地形を有する海域に魚礁漁場を造成する場

合には，両頂部の高さが４ｍ前後の２山型の魚礁を中心として，その周辺に材質の異なる多

くの種類の小型の魚礁を配置することがより効果的であるものと考えられる．

要 約

鹿児島県吹上浜の江口浦沖に設置されているコンクリートブロック魚礁について，昭和5８
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年11月，潜水観察を実施した結果，次のような知見を得た．

（１）観察した魚礁は，１辺の長さが１ｍと1.5ｍの正六面体角窓付コンクリートブロック

魚礁で，その形態は１山型，２山型及び分散型である．主な帽集魚はタイ類，マアジ，イサ

キ，コショウダイ，ヒラメで，最も魚群が多く観察された魚礁は１ｍ角の２山型コンクリー

トブロック魚礁であった．

（２）本研究の結果から，水深が25～30ｍの平坦な海底地形の海域において魚礁を設置する

場合は，高さ４ｍの２山型魚礁を中心とし，その周囲に種類と構造の異なる魚礁群を配置す

る方法がより効果的であると考えられる．

この研究は昭和58年度において，東市来町の委託を受けて実施したもので，研究の推進に

当たり御助力をいただいた鹿児島県西薩海区水産業技術改良普及所，東市来町経済課，江口

漁業協同組合の前田初男漁協長他職員及び組合員御各位に対し深くお礼申し上げる次第であ

る．
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紀要，３２，２２９－２４３．
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